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第V章総合考察
ヤエヤマヒルギの実生は真水処理下では生長樟害が現れた。この持、葉の成分からNa＋が減少し、
玄＋が増加したO このことから、実生にとってNぶは交換不能の蕪接養分で、あり、淡水条件下では本
来分布している汽水域と開等の生育は望めないと考えられる c 土壌p廷については、ヤエヤマヒル
ギは中性から弱アルカリ性のとき最も生長がよいことが知られている。土壌pHにおいてH＋と也の
揚イオン間の競合は一般に檀物の無機養分吸収にとって重要であるが、ヤエヤマヒルギの場合、
pH条件と陽イオン謂の競合がアンモニア態の窒素の吸収に特に重要であることがわかった。メヒ
ルギも真水処理下、不適切な土壌pHの条件下で、はヤエヤマ己ルギと同様の生長障害を示したoNa＋、
土壌pH、アンモニア態窒素の各処理の効果は発芽後最初の葉と芽が生長を終了する持にすでに現
れていた。また、真水環境で育成し続けた実生を急に塩分環境に移すと実生は委縮し、枯死した。
このことから実生は生長の非常に早い設措から適切な土壌塩分濃度、土壌pHそしてアンモニア態
塩護度を要求することが示された。このように、栽培実験の結果から、実生の生長にとっての制限
菌子としては土壌の禁機塩類の存在が浮かび、上がってきた。他方、野外での植栽実験の結果から辻、
実生の生長にとっての制捜医子としては光条件が強調された。野外では土壌塩分濃度、土壌pH、
土壌基質等の蕪機環境要因が適応可能な範囲内にあっても、容lぇば被陰のように植栽実生に他の生
物が及ぼす影響がより強力に欝くので、売は植栽において無視できない割隈因子となる場合がある。
